
要介護度等改善事例公表事業 応募事例（令和3年11月応募分）

サービス種別 事業所名 ページ

認知症対応型通所介護 デイサービスらしく昭和 1

認知症対応型通所介護 デイサービスらしく自由ヶ丘 3

名古屋市健康福祉局        

介護保険課指導係（TEL 972-2592）

名古屋市要介護度等改善事例公表事業とは

・高齢者の生きがい支援

・介護サービス事業所の意欲向上

・事業所間の情報共有

などを目的として、高齢者の心身状況の改善につながる支援を行った介護サービス事業所の取り組み事

例を収集し、NAGOYAかいごネット上で公表することにより周知する事業です。

掲載されている取り組みの具体的内容、その他ご質問については各事業所へお問い合わせください。
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様式

名古屋市要介護度等改善事例公表事業

改善・向上したこと

 認知症利用者の家事への取り組みと気持ちの安定 

事業所 

サービス種別  認知症対応型通所介護 

事業所名 デイサービスらしく自由ヶ丘 

所在地 千種区自由ヶ丘１－７－１ 

利用者 65 歳未満 ・ 65～70 歳 ・ 70 歳代 ・ 80 歳代 ・ 90 歳～ 

取り組み

課題（取り組

み前の時点）

認知症状である実行機能障害、失認、また精神機能の低下による不安感

等によりご自宅でも趣味活動や家事などが思うように行えず、デイでの

レクリエーションやリハビリに対しても拒否が強く、後ろ向きで楽しく

参加する事ができない。 

本人の意向 引き続き自宅でいつまでも安全に生活したい 

長期目標 楽しく趣味活動やリハビリを

継続していく事ができ、穏や

かで安定した気持ちで生活す

る事ができる。 

取組期間 2020 年 1 月 4 日～2121 年

8 月 31 日 

短期目標 趣味活動やリハビリに対し前

向きに取り組む事ができ、不

安な気持ちが和らぐ 

取組期間 2020 年 1 月 4 日～2121 年

8 月 31 日 

関連する加算の算定状況 無し 

具体的な取り組み事例（期間、頻度、内容、主に担当した職種など） 

私の姿と気持ちシート/ひもときシートを活用したカンファレンスを実施し、各職種

からの視点での情報収集を行った結果、『記憶障害はあるが、家事などできていた頃の感

覚記憶は残っており、現在の自分のできない姿を周りに見られたくないという気持ち(性

格)が、挑戦する事を避ける行為に繋がっている』と推測し、課題の解決に向けて、援助

者ではなく事例者ご本人中心の気持ちに沿ったケアを実施する事とした。 

① 生活リハビリでは、食事準備のおかずの盛り付け作業と食後の食器拭きを継続し

て実施。その際、分りやすい説明を心掛け、一動作ずつできた事に対して一緒に喜

ぶ事を繰り返し、まずは“できる”という事を心と体で感じて貰い自信を取り戻

して頂く取り組み。 

② レクリエーションでは、パズルや脳トレなどの個別レクは強制せず、グループレク

時に競技に参加できずとも応援係や簡単な判定員など“できる役割”を担当しても

らい、楽しい雰囲気の輪の中にまずは入って頂く取り組み。 

③ 穏やかな性格である事例者に対し、比較的年齢や性格の近いご利用者様とペアで

過ごして頂く事で仲間意識を芽生えさせ気持ちの安定を図る取り組み。 
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様式

結果（達成したこと、達成時期） 

2 ヶ月程継続してきた生活リハビリのおかずの盛り付けや食器拭きは、簡単な説明の

みで完結まで行える事ができるようになり、参加自体の強い拒否もなくなりました。こ

の事が自信に繋がり、これまで思うように行えていなかったご自宅での家事に対し、『自

ら食器の片付けや、ほうきでの掃き掃除等を自発的に行うようになった。着替えが上手

になった』等、ご家族様から感謝のお言葉を頂いています。デイでも以前と比べ笑顔が

増え、機能訓練やレクリエーションなど活動量が増えてきています。 

達成後の課題・目標 

精神機能の低下による不安感は依然として変わらない為、現在も些細な失敗で自信の

喪失に繋がってしまっている事もあります。今後もご本人の気持ちに沿いながら“でき

る ADL”と“現在している ADL”の差をできるだけ埋めていく事が課題です。 

※ 個人情報の取り扱いにご注意ください。 
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